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１  自然環境
　呉市は，瀬戸内海のほぼ中央部，広島県の南西部に位置し，瀬戸内海に面する陸地
部と，倉橋島や安芸灘諸島などの島しょ部で構成される気候温和で自然環境に恵まれ
た都市です。
　面積は 352.83km2 で，陸地部と島しょ部（倉橋島，鹿島，下蒲刈島，上蒲刈島，
豊島及び大崎下島）は，架橋により陸続きとなっています。また，市域は東西方向
に約 38.1km，南北方向に約 33.1km と広がっており，約 300km の海岸線を有し
ています。
　市域全体を通じて平たん地が少なく，野呂山，灰ヶ峰，七国見山，火山を始め，
標高 300 ｍから 800 ｍ前後の山が連なり，地域が分断された地形となっています。
一方，こうした地形から山と海の風光明媚

び
な自然に恵まれ，瀬戸内の美しい島々や

多彩な峡谷美の景観は，貴重な観光資源として，また，市民の憩いとレクリエーショ
ンの場としても親しまれています。
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図 1-3　呉市の全体像
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２  沿革
　呉市では，明治 22 年（1889 年）の呉鎮守府開庁を契機として，本格的な市街地
の形成が進められました。明治 35 年（1902 年）10 月１日に，全国で 55 番目に
市制を施行し，最盛期の昭和 18 年（1943 年）には人口が 40 万人を超え，日本一
であり世界でも有数の海軍工廠

しょう
を擁するまちとなりました。当時の海軍が築いた水

道施設や港湾施設，病院などの都市基盤は，市民生活に欠かせないものとして現在
も活用されています。
　その後，終戦による海軍の解体とともに，人口も 15 万人に激減しましたが，昭和
25 年（1950 年）の平和産業港湾都市への再生を目指す「旧軍港市転換法」の制定
により，造船，鉄鋼，機械金属，パルプ産業等の企業が進出し，瀬戸内有数の臨海
工業地帯としての基盤を確立し，広島県の産業をけん引してきました。また，昭和
29 年（1954 年）に海上自衛隊呉地方総監部が置かれて以来，海上自衛隊と呉市は，
市民・地域との交流，観光，災害時の支援などで密接につながっており，共存共栄
をモットーに今日に至っています。
　平成 15 年（2003 年）から平成 17 年（2005 年）にかけての近隣 8 町との合併
により，美しい自然や歴史，文化，地域産業など，特色ある多くの地域資源を有す
ることとなりました。平成 8 年（1996 年）に広島呉道路（クレアライン），平成
14 年（2002 年）に休山トンネル，平成 27 年（2015 年）に東広島・呉自動車道
が開通するなど，幹線道路の強化・充実や高速交通網へのアクセス向上などにより，
医療，教育，文化や企業が集積した広島県の主要都市のひとつとして発展していま
す。また，平成 28 年（2016 年）には中核市へ移行しました。


